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寝屋川市農業委員会
寝屋川市農業委員会総会議事録

１　開催日時　　令和８年９月17日（木）午後１時30分から午後３時00分
２　開催場所　　寝屋川市役所　議会棟５階　第２委員会室
３　出席委員（15名）　※番号は席番号
１番　枡井　信仁　　　　　　　　　　　　　２番　筏　眞智子（農政企画委員長）
４番　𦚰山　康澄　　　　　　　　　　　　　５番　川口　茂明（農地調整委員長）
６番　田伐　厚子　　　　　　　　　　　　　８番　南　昌男（会長）
９番　井上　嘉信　　　　　　　　　　　　　10番　木村　照美
11番　中司　平六　　　　　　　　　　　　　12番　猪俣　由紀子
13番　西口　完　　　　　　　　　　　　　　14番　中村　治彦
15番　皆見　吉孝　　　　　　　　　　　　　16番　堤下　敏
17番　中橋　弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　欠席委員（２名）
　　７番　近藤　利則　　　　　　　　　　　　　３番　溝口　透（会長職務代理者）
　　　　　　　　　　　　　　
５　遅刻委員（０名）
６　議事日程
第１　議案第14号　農地法第３条第１項による許可について
第２　議案第15号　農地法第５条第１項による許可について
第３　報告第14号　農地法第３条第１項による許可の専決報告について
第４　報告第15号　農地法第５条第１項第６号による転用届出に係る専決報告について
第５　報告第16号　租税特別措置法第70条の６第１項による適格者証明について
７　農業委員会事務局職員

　  局長　岡本　智行　　　　　　　　　　　　　局長代理　谷口　卓也
職員　田中　孝雅　　　　　　　　　　　　　職員　　　杉若　琴絵
８　議長　会長　南　昌男
９　会議の概要
（　午後１時30分　開会　）
議長　　　　　　　　ただいまから９月の委員会総会を始めさせていただきます。
本日、委員２名が欠席、15名が出席、出席委員は過半数以上で総会は成
立いたします。
寝屋川市農業委員会会議規則により会長が総会の議長を務めることに
なっておりますため、議事を進行させていただきます。
署名委員は、「𦚰山　康澄委員」と「川口　茂明委員長」にそれぞれお願
いいたします。
それでは、議事に入らせていただきます。
議案第14号「農地法第３条第１項による許可について」事務局から説明
をお願いします。
事務局 　　　　　　議案第14号の説明をさせていただく前に、農地の貸借について、ご説明させていただきます。
お手元にお配りしております資料「議案で扱う主な案件について」をご覧ください。
農地法第３条につきまして、耕作目的での親族間贈与、農地の売買・貸借は農地法第３条による許可が必要となるもので、市内全農地が対象です。

手続きとしましては、申請者が許可申請を行い、農業委員会の総会に諮り、許可されたうえで、許可書の発行を行います。

賃貸借に関して、解約をしない限り、契約は更新され続けます。

納税猶予制度につきまして、農地を生前贈与又は相続した場合に、所有者が終生耕作を継続することで農地部分の贈与税または相続税の納税義務が猶予される納税猶予に関しては、この３条の申請をすることで、権利の移転等が行われ、終生耕作が継続されていないため、相続税の納税猶予が打ち切りになります。

許可要件は主に３つございまして、１つ目に全部効率利用要件、所有及び貸借している農地すべてを耕作する必要があります。２つ目に農作業常時従事要件、原則年間150日以上、大阪府では最低60日の従事が必要となります。３つ目に地域との調和要件、地域の水利調整への参加、無農薬及び減農薬使用の地域での使用方法に従うことが必要とされます。

それでは、議案第14号　農地法第３条第１項による許可についてご説明
申し上げます。
（議案第14号　件番１朗読）
件番１につきまして、場所は市立梅が丘小学校の南東側、一級河川讃良川
の北側でございます。
本件は、遊休農地として指導を行っていた土地ですが、市都市一課が取り
組んでいる農地マッチング事業により、マッチングが成立したため、今般５
年間の賃貸借契約を結ばれる、ということで申請がありました。
全部効率利用要件については、所有及び借り受けしている農地がないこと
を、確認しております。
被設定人の耕作歴は、貸農園で４年間の経験があるということです。
農機具等は、耕運機を１台購入予定です。
通作距離は約8.8㎞、自動車で約24分です。
現況は写真のとおりです。
そして、農作業常時従事要件については、被設定人本人が年間100日従
事されるということです。

　以上でございます。
議長　　　　　　　  本議案につきまして、９月２日の農地調整委員会で審議しましたので、
農地調整委員長から追加の説明等があればお願いします。
農地調整委員長　　　件番１について、農地マッチング事業による貸借で被設定人は新規就農になりますが、貸農園での耕作経験があるということです。
今後も耕作状況については確認が必要ですが、遊休農地のまま放置され
るよりも何らかの形で農地として利用していただく方が良いですし、水に
関しても十分に確保されていますので今回は許可相当かと考えております。
　
議長　　　　　　　　本議案について、何かご意見等ございますか。
（「なし」の声あり）

ご意見等がないようです。
それでは、議案第14号について、許可するものとしてご異議ございませ
んか。
（「異議なし」の声あり）
　　　　　　　　ご異議がないようですので許可いたします。
　　続きまして、議案第15号「農地法第５条第１項による許可について」事務局から説明をお願いします。
事務局　　　　　　議案第15号の説明をさせていただく前に、農地法第４条、５条の農地転用許可申請につきましてご説明させていただきます。
お手元にお配りしております資料「議案で扱う主な案件について」をご覧ください。
４条と５条の違いは、４条は権利移転等を伴わない転用、所有者が農地を農地以外のものにする場合、５条は権利移転等を伴う転用で、所有権の移転等を受けた者が農地を農地以外のものにする場合、権利移転等を伴うか否かの違いがございます。

対象農地は市街化調整区域内の農地です。

手続きといたしましては、申請者が許可申請を行い、農業委員会の総会に諮り、許可につき大阪府農業会議へ諮問し、答申を受け、許可書の発行を行います。

主な要件といたしましては、３つのどれかにあてはまる必要があり、１つ目は市街化の傾向が著しい区域にある農地で、水管、下水道管又は、ガス管のうち２種類以上が埋設されている道路（幅員４ｍ以上）の沿道の区域かつ、おおむね500ｍ以内に２以上の公共施設があるもしくはおおむね300ｍ以内に鉄道の駅、軌道の停車場または船舶の発着地等がある場合。

２つ目は住宅等が建ち並んでいる又は道路・河川等に区画された区域内の宅地の割合が40％を超える区域の農地。

この①、②以外は原則不許可、または代替性がない場合に許可となります。

また、資料に記載はありませんが、さらに具体的に説明いたしますと市街化調整区域内農地の転用の許可・不許可を判断するにあたって、「当該農地が優良農地であるか否かの面からみる」立地基準と、「確実に転用事業に供されるか、周辺の営農条件に悪影響を与えないか等の面からみる」一般基準があります。

まず、「立地基準」につきまして、本市において市街化調整区域内の農地は１種農地、２種農地、３種農地に分類されます。

１種農地は10ha以上の一団の農地が分類され、原則不許可。

※ここでいう一団の農地の分断要件は、山林、宅地、河川、高速自動車道等、農業機械で横断することができない土地で囲まれた集団的に存在する農地をいいます。

また傾斜・土性その他の自然的条件からみて効率的な営農を行うことができず、一体として利用することに支障があると認められる場合には一団の農地としては取り扱いません。

２種農地は市街地化が見込まれる区域内にあり、一団の農地の規模がおおむね10ha未満のものである農地が分類され、他の土地でも事業遂行が可能な場合は不許可。反対に申請地でないと事業が遂行できない場合は許可となります。つまり、当該申請地に代替地が存在しなければ許可となります。

次に３種農地については、一つ目にガス管、水道管等が埋設された幅員４ｍ以上の道路に接している農地で、かつ半径500ｍ以内に学校、病院、公民館等の公共性の高い施設が２つ以上ある、もしくわおおむね300ｍ以内に鉄道の駅、軌道の停車場、船舶の発着地等がある、二つ目に道路や河川等で囲まれた区域内で、宅地の面積の割合が40％を超えている市街地の中に介在する。これら二つのどちらかに該当する農地を言います。

そして、「一般基準」につきましては、農地を転用し、申請に係る用途で利用することが確実かどうかの農地転用の確実性や、土地の効率的な利用の確保等の観点より判断いたします。
それでは、議案第15号　農地法第５条第１項による許可についてご説明
申し上げます。
（議案第15号　件番１朗読）
件番１につきまして、場所は府道20号枚方富田林泉佐野線の南東側、星    田ゴルフセンターの北西側でございます。
本件は譲受人が露天駐車場として整備後、社員及び来客用駐車場として利用するということで申請がありました。
本件の立地基準について、写真のとおり、申請地東側には農機具で横断することができない段差、西側には農機具で横断することができない交通量の多い道路、南側には農機具で横断することができない水路及び宅地、北側には宅地があるため、一団の農地が当該申請地のみとなります。よって一団の農地の規模がおおむね10ha未満で第１種農地には該当せず、第３種農地の立地基準にも該当がないため２種農地に分類されます。
代替性の判断につきましては、譲受人である土木・舗装・上下水道工業を営む法人が申請地から約300ｍの場所にある旧事業所及び駐車場を使用しておりましたが、事業拡大に伴い手狭となり、旧事業所は申請地北側へ移転。駐車場については、事業規模と一致する土地を検討されましたが、契約に至らず、事業規模に一致し、かつ現事業所の南側隣接地という利便性に優れた土地は他にないということから、代替性がないと判断いたしました。
なお、旧事業所に関しては今後夜間工事時の施工ヤードとして利用されます。
一般基準については、預貯金について通帳の写しの提出があり、土地造成費以上の資力を有していることから、事業の遂行に問題ないと考えられます。
また、雨水排水に関しては、北西側集水桝に集水後、既存排水施設に接続し、南側水路へ放流予定です。

以上でございます。

議長　　　　　　　　本議案につきまして、９月２日の農地調整委員会で審議しましたので、
農地調整委員長から追加の説明等があればお願いします。
農地調整委員長　　　申請地周辺は開発が進んでおり、雨水排水も問題なく代替性についても現事業所の南側隣接地ということで許可相当かと考えます。
議長　　　　　　　　本報告について、何かご質問等ございますか。
（「なし」の声あり）

ご質問等がないようです。
　　続きまして、報告第14号「農地法第３条第１項による許可の専決報告について」事務局から説明をお願いします。
事務局　　　　　　報告第14号の報告をさせていただく前に、８月総会の議案第13号で議決された「農地法第３条第１項による許可について」議案書の内容に誤りがあったため、８月26日に会長専決により専決処分しております。誤りの内容としましては、届出地２筆をどちらも譲渡人を外２名と記載しておりましたが、正しくは議案書のとおり、筆ごとに譲渡人が異なっていたというものになります。
では、報告について読み上げます。
（報告第14号　件番１朗読）
　　　　　　　　　　以上でございます。
議長　　　　　　　　本報告について、何かご質問等ございますか。
（「なし」の声あり）

ご質問等がないようです。
続きまして、報告第15号「農地法第５条第１項第６号による転用届出に係る専決報告について」事務局から説明をお願いします。
事務局　　　　　　　報告第15号の説明をさせていただく前に、市街化区域内農地の転用について、ご説明申し上げます。

お手元にお配りしております資料「報告で扱う主な案件について」をご覧ください。
農地法において、農地を農地以外にする場合には知事の許可が必要となります。本市においては、知事から市長が事務委任を受け、市長は農業委員会会長へ事務委任していますので、寝屋川市内の農地の転用については、全て農業委員会会長が許可することとなっております。

なお、農地法で市街化調整区域と市街化区域の線引きがされている場合で、市街化区域内の農地を転用する場合には、許可ではなく届出をすることとなっております。
本市においては、昭和44年頃に市街化調整区域と市街化区域の線引きが始まりました。
当時、一団の農地が集まっていて今後も農地を残していこうという区域を市街化調整区域として指定し、住宅地が建ち並び、今後も宅地化が見込まれる区域を市街化区域として指定しました。
農地法第４条は、農地の所有者が農地を農地以外のものに利用していくもので、例えば、自身の一戸建て住宅や共同住宅に利用、あるいは、駐車場や資材置場等として利用する場合に、農地法第４条の届出を行います。　　　　　　　また、農地法第５条では、農地法第４条と同様に農地以外に利用する場合ですが、農地法第５条は農地転用と併せて、農地の所有権を他人に売り渡す場合や、農地の所有権はそのままに、貸借により貸し借りをする場合に農地法第５条の届出を行うものです。
具体的に、農地所有者等から農地転用の届出があった場合には、届出があった農地の地区担当委員と事務局で日程調整し、現地確認を行います。
現地確認では、付近農地の耕作に問題がないかを確認します。例えば、農業用水の取込みや雨水排水が隣接農地へ流れ込まないか等を確認します。
事務局で届出書類を確認し、問題がなければ会長による決裁となります。
その後、直近の農業委員会総会において、報告案件として報告します。

具体的な説明を事務局が行い、その後、地区担当委員から現地確認の説
明を行う流れとなり、委員の皆さんからご質問等をお聞きするということ
になります。

　　　　　　　　　　それでは、報告第15号農地法第５条第１項第６号による転用届出に係る専決報告について、ご説明申し上げます。
（報告第15号　件番１朗読）
　　　　　　　　　　件番１につきまして、場所は神田天満宮の北西側、市立啓明小学校の南東側でございます。

本件は、７月23日に受付をし、７月27日に地区担当委員と現地確認を
行い、８月５日に会長専決により届出を受理いたしました。
　　　　　　　　　　当該地は譲受人が購入済みの西側隣接地と合わせて共同住宅へ転用されます。

　　　　　　　　　　雨水排水については、合わせて転用する隣接地の南西側集水桝へ放流されます。

　　　　　　　　　　現況は写真のとおりです。

　　　　　　　　　　以上でございます。
議長　　　　　　　　本報告について、何かご質問等ございますか。
（「なし」の声あり）

ご質問等がないようです。
続きまして、報告第16号「租税特別措置法第70条の６第１項による適格者証明について」事務局から説明をお願いします。
事務局　　　　　　　報告第16号の説明をさせていただく前に、農地の相続税の納税猶予制度について、ご説明申し上げます。
お手元にお配りしております資料「報告で扱う主な案件について」をご
覧ください。
農地の所有者が亡くなられ、農地を相続した者には相続税が発生します
が、農地には相続税の納税猶予制度という特例がございます。
これは、農地を相続された者が、引き継いで自身が亡くなるまで耕作を
すること、あるいは貸農園の運営等を含めた農業経営を行うことで、農地
部分の相続税が免除ではなく猶予されます。亡くなった時点で相続税が免
除となります。
また、特例の対象農地は、本市のように市街化区域と市街化調整区域の
線引きがされている市町村の農地については、市街化区域内の生産緑地の
指定を受けている農地、または市街化調整区域内の農地に限り、特例の適
用を受けることができます。
相続税の納税猶予制度の適用を受けるには、相続人が亡くなった被相続
人に代わり農業経営を行うことができる適格者であるという農業委員会の
証明書が必要となります。
制度上、生産緑地については終生、つまりお亡くなりになるまでの耕作
が必要です。
調整区域については平成21年12月15日以降に納税猶予を受けた農地
は終生の耕作が必要で、それ以前に適用を受けた農地は20年耕作するこ
とで納税義務が免除されます。
　　　　　　　　　　それでは、報告第16号租税特別措置法第70条の６第１項による適格者証明について、ご説明申し上げます。

（報告第16号　件番２朗読）
　　　　　　　　　　件番１につきまして、場所は国道１号線の東側、府道148号木屋交野線の北側でございます。
本件は、７月23日に証明願があり、７月24日に地区担当委員と現地確認
を行い、８月５日に会長専決により証明書を発行いたしました。
現況は写真のとおりです。
（報告第16号　件番２朗読）
件番２につきまして、場所は市立啓明小学校の北側でございます。
本件は、４月30日に証明願があり、５月13日に地区担当委員と現地確
認を行いましたが、一部雑草や作付けがされていない箇所がありましたで、
除草等の対応をいただき７月28日に再度事務局のみで現地確認を行い、８
月５日に会長専決により証明書を発行いたしました。
現況は写真のとおりです。

　　　　　　　　　　以上でございます。
議長　　　　　　　　本報告について、何かご質問等ございますか。
（「なし」の声あり）

ご質問等がないようです。
その他、事務局からございますか。
事務局　　　　　　　事務局から７点ございます。
　　　　　　　　　　１点目は、「寝屋川市農業委員会会議規則及び農地パトロール実施要領の修正について」ご説明申し上げます。
（修正内容について報告）
２点目は、「令和８年度熊本地震義援金の募集について」ご説明申し上げ
ます。
　
（寄附する旨を報告）
　　　　　　　　　　３点目は、「相続対策や都市農地制度の理解促進に係る研修会等につい
て」ご説明申し上げます。

（研修会について報告）
４点目は、「大阪府農業委員会大会について」ご説明申し上げます。
（参加する旨を報告）
５点目は、「第98号ねやがわし農業委員会だより発行について」ご説明
申し上げます。
（発行内容について報告）
６点目は、「農地パトロールの際の持参物について」ご説明申し上げます。
（持参物について確認）
７点目は、「農業委員会活動記録カードの提出依頼について」ご説明申し
上げます。
（月ごとに提出を依頼）
　　　　　　　　　　以上でございます。
議長　　　　　　　　以上をもちまして、９月の委員会総会を閉会させていただきます。
長時間にわたり慎重審議いただきましてありがとうございました。

（　午後３時00分　閉会　）
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